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研究成果の概要（和文）： 
博物館における体験プログラムとして、縄文時代の食事を取り扱うために、土器を用いた煮沸

き調理を検討した。土器付着炭化物等を試料にした炭素窒素同位体比分析によって、堅果類を

主体として、多様な動物を複合した煮炊き調理の対象物を推定した。あわせて、土器胎土内部

に残存した脂肪酸による煮炊き調理の対象物を推定できる可能性を明らかにした。また、縄文

土器の製作技法と炭化物の付着部位を検討し、煮炊き調理モデルを示した。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
The purpose of this project is collection of basic material concerning foods of Jomon Period 

and development of new analysis techniques for foods of Jomon Period in the museum. This 

project is composed by two problems. One problem is present foods cooked with Jomon 

pottery by the analysis of carbon and nitrogen stable isotopes. Another problem is present 

making pottery and using pottery with cooking process by the observation production signs 

and use signs. As a result, it has been presented to boil nuts, animals, and fish with Jomon 

pottery. 
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１．研究開始当初の背景 
博物館における体験プログラムの需要は
増大している。その中でも縄文食の体験は人
気の高いもののひとつである。縄文遺跡の発
掘調査によって、検出された動植物遺存体を
基礎資料とした縄文食料リストの整備は進
んでいるが、学術的信頼性の高い調理方法の
復元は立ち遅れている。 

 
２．研究の目的 
 博物館における体験プログラムとして、縄
文時代の食事を取り扱うために、土器を用い
た煮沸き調理を検討し、縄文食体験プログラ
ム作成に寄与することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 縄文土器の付着炭化物を試料として、炭素
窒素同位体比分析を行い、現生動植物を用い
た土器の煮炊き実験によって生成した付着
炭化物と比較検討することで、縄文土器の煮
炊き調理対象物を推定する。 
また、縄文土器の胎土中及び遺物包含層の

土壌を試料とした ELISA法によるアミノ酸検
出及び構成タンパク質の復元などの新分析
手法を検討する。 
あわせて土器破片を用いて、土器の製作技

術、使用廃棄後の土器の各部位と重量の相関、
付着物の有無、損耗のあり方などを検討し、
加熱方法の復元に資する基礎資料を収集す
る。 
 なお、このような分析試料の採取に適した
縄文土器を入手するために、発掘調査を実施
し、遺物物包含層の内容を精査する。 
 
４．研究成果 
 長岡市柿町所在の山下遺跡の一部を発掘
調査し、遺物包含層の詳細な記録を作成した。
なお、発掘調査の過程は、インターネットを
利用して公開した。 
長岡市柿町所在の山下遺跡発掘調査およ

び他遺跡の発掘調査で収集された縄文土器
について、付着炭化物を試料とした炭素窒素
同位体比分析を実施し、基礎データを蓄積し
た。 
縄文土器付着炭化物の炭素窒素同位体比

分析の結果について、縄文土器で煮炊き調理
した対象物を推定するために、模造縄文土器
による現生動植物の煮炊き実験を行い、対照
データを蓄積した。 
縄文土器胎土を試料とした ELISA法による

アミノ酸検出及び構成タンパク質の復元を

試みたが有効なプロトコールを確立できな
かったが、残留脂肪酸分析によって、煮炊き
調理対象物を推定できる可能性を示した。 
縄文土器のかたちと大きさ、付着物炭化物
の部位を検討し、煮炊き調理にかかる基礎デ
ータを収集した。 
加えて縄文土器の製作方法を検討し、付着
炭化物との関係を精査した。とくに縄文土器
を特徴付ける器面の文様や突起が、煮炊き調
理の過程では剥落した状態で使用されてい
るものが存在していることを明らかにした。 
なお、上記の研究成果は、『博物館におけ
る縄文食プログラム策定の基礎資料収集及
び新分析手法の開発』（課題番号 20605020）
（研究代表者 宮尾亨）独立行政法人日本学
術振興会 平成 20～22 年度 科学研究費補助
金基盤研究 C1 研究成果報告書（平成 22 年 3
月 31 日発行）にまとめた。研究成果報告書
は印刷刊行物として 500 部製作し、インター
ネットを利用して、PDF ファイルをダウンロ
ードできるようにした。 
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